
近 代 舞 踊 に お け る

デ ィレッタンテ ィズムの

果 たした役割 につ い て

-ニ ーチェの警告との関連-

丸 子 睦 美

本論 は, ニ ーチ ェの"Die Geburt der Tragodie"

が イサ ドラ ・ダ ンカ ンに与 え た理 論 的影 響 と, 芸 術

の ポ ジテ ィヴな意 味 での(1)デイレ ッタ ンテ ィズム につ

い て述 べ る もの であ る。 これは ニー チ ェの その書 が

近 代舞 踊革 命 の峰 火 を上 げ た ダ ンカ ンあ張 イブ ルで

あ るこ とか ら して も無視 で きない問題 であ る と思 わ

れ る。

ここで注 目しな くてはいけないことは, "Die Geburt

der Tragodie"が ニー チ ェ を学会 か ら破 門 させ た と

い うこ とで あ る。 そ して, 同書か ら深 い感 銘 を受 け

た ダン カンは とい えば, い わば その全 生涯 がSturm

und Drang状 態の芸 術家 で あ った。 改革 者 た る栄 冠

を手 にす る為 には, 可能 な 限 りア カデ ミーや 流派 に

コンプ レ ックス を持 つか憎 悪 してい な くては な らな

い。 その 点に於 い てダ ン カンは ま さに格好 の 人物 で

あ った。

今世 紀初 頭 に現 われ て, アイデ ア のみ を武器 に新

しい舞 踊 ス タイル を提唱 した改革 者達 を クル ト ・ザ ッ

クス は, (3)《しば しば 自己主張 のみ が強 くて, あ ま り

に貧弱 な力 量 しか持 た なか った … 彼 等 は学 ん

で修 得 す る とい うこ どが で きなか っ たの であ る》 と

言 って い る。 しか し, 私 は彼 等の よ りポ ジテ ィヴ な

舞 踊史 的意義 を認め た い と思 う。

ニー チ ェは 黛"Die Geburt der Tragodie"の 中で

次 の よ うに 述べ て いる。《(4)認識は行 動 を殺 す。行 動

す る為 に は幻覚 の ヴェー ルに 包 まれて い な くて は な

らない … 真 の 認識, 恐 るべ き真理 の 洞察, こ

れ らが 人間 を行動 へ と駆 りた て るあ らゆ る動 機 を押

し殺 して し ま うのだ 。》

つ ま り, これ は逆 説的 には, 認識 して いなけ れば

こそ行動 で きる とい うこ とに な る。彼 は, 《(5)英知 は 自

然 に対す る犯 罪 だ》 とい う句 さえ用 い てい る。

そ うは い う ものの, ニー チ ェ 自身は古典 文 献研 究

家 として早 くか ら偉大 な業 績 を修 め, わずか25歳 に

して異例 の昇 進 でバー ゼル 大学 の正 教授 に な った。

ア カデ ミズムの世 界 の人間 で あ る彼 が持 つ《 認識 》

に対 しての この見 解 はダ ン カンのニ ーチ ェ体 験 の上

で重 要 な点 であ る。 そ して, そ の こ とが また同時 に

非 ア カデ ミズム の世 界の 人間 であ りなが ら常 にア カ

デ ミズムの裏 付け を求 め よ う としたダ ンカ ンの心 に

深 く作用 してい たこ とが考 え られ る。ニー チ ェは ソ

クラテ ス, ア リス トテ レス以降 の弁証 法 的合理 性や

近 代理 念 に憎 悪 の念 を抱 いて い た。つ ま り, 知 りつ

く した上 で弁証 法 を否 定 し, 芸 術 を哲学 や 学術 の上

に位 置す る もの であ る と主 張 したのが ニー チ ェで あ

っ た とす れば, 知 りつ くして い なか ったか らこそ ア

カデ ミズムの 臭 いのす る もの に飛 びつ いた のが ダ ン

カ ンで あっ た と言 え る。 したが って, この 点 にお い

て ダン カン芸術 の理 論 的成 立過程 はデ ィ レ ッタン ト

の それで あ る。 まず, ア カデ ミズム の 中で過 ご した

こ とが 一度 もなか った のに も拘 らず, '自 己 の芸術 論

の思想 的 背景 を(6)カン ト, シ ョーペ ンハ ウアー, ニ ー

チ ェ, プ ラ トン, ゲー テ, シ ラー, ダ ンテ, ワー グ

ナ ー に置 いた ダ ンカ ンの研 究 方 法, 理 解度, は た ま

た言語 の 問題 には疑 問が あ る。

しか も, ここに大 きな矛盾 が あ る。 ダ ンカ ンは ギ

リシア悲劇 に イデ ア を置 い て 自己の芸 術論 を展開 さ

せ た。 そ れな のに(7)プラ トンの名 が登場 す るの は どの

よ うなわ けな のか。 ダ ン カンは ニー チ ェが いかに ソ

フ ィス トを非難 してい るか を承 知 してい るは ずで あ

る。 なぜ な ら"Die Geburt der Tragodie"の 大 部

分 は ソ クラテ ス と結託 したエ ウ リピデ ス とその一 派

の非 デ ィオニ ュ ソス的傾 向に対 す る非 難, 分析 に な

って いるか らであ る。 ソフ ィス ト流弁証 法 の本 質 に
(8)楽観 主義 的要 素 を見 い出 し, デ

ィオニ ュ ソス 的悲劇

芸 術 を崩 壊 させ た要 因 と し, ニー チ ェは ほ とん ど嘆

きに も等 しい 口調 で 強調 して い る。 それ をダ ン カン

が見 逃す とは思 えな い。 プ ラ トンは ソ クラテ スの弟

子 にな る為 に, まず 悲劇 詩 人 で ある こ とを断念 し, 

詩 作 品 を焼 き捨 てた 。 したがって, プ ラ トンは ソクラ

テ ス と同様, まさに悲劇 芸 術 の敵 で こそあ れ, ダ ン

カ ンが 自己の 芸術 論 の よ りどこ ろ とす る よ うな思想

家 では到 底 あ り得 な い。 プ ラ トン哲 学 で精 神 を養 お

う とす る限 り, "Die Geburt der Tragodie"を バ イ

ブル とす るこ とに は矛盾 が あ る。 また は, ダ ンカ ン

に とって は名 の通 っ た思 想家 で あ りさえす れば誰 で

もよいの だ ろ うか 。2, 000年 間 その名 声が 消 えなか っ

た よ うな人物 を理論 的背 景 として 出せ ば, 自己 の芸

術 論 に箔 がつ く。 もしその程 度 の理 由か らプ ラ トン

を入 れ た とす れば, か え って彼女 の理 論 に とって致

命 傷 にな る こ とは 明 白であ る。

ニー チ ェか らダ ン カンが受 け た最大 の財 産 はデ ィ

オニ ュ ソスで あ った。 そ して, デ ィオ ニ ュ ソス的 陶

酔 の も とにのみ 生 まれ る もの 及 び張消 しに な る とこ

ろの存 在 もバ イブ ル"Die Geburt der Tragodie"は

克明 に記 して いた ので あ る。 実 は この張消 しに な る

とこ ろの存在 とい うのが一 番 問題 なの で あ る。 なぜ

な ら, この 点 こそ近代 舞 踊の 出発 点 であ る と同時 に

本 質だ

《(9)隙か らで始 的 人 ある。間 を生 まれ なが らに して善 良 かつ 芸 術

的な人間であるとみなす人間解釈…善良なる

原始人が自己の権利を主張する…芸術無能力

者が一種の芸術をつくり出す, ほかでもない, 彼が

非芸術的な人間そのものであるという理由によって
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… 感受性のある人間であれば誰でももともと

芸術家なのだという牧歌的な信仰である…楽

園的善良さと芸術的天性 というかたちの, 人類の理 、

想を達成していた原始時代がかって存在していたの

か。》

アポロ的美の世界た対 して改革者は自然の存在に

目を開いた。あたかも自然という言葉の前には全て

が正 当化 され, 自然の寛 大 さの も とでは いか な る人

間的 な評価 の 基準 も消 え失せ るこ とを知 って いるか

の よ うに, ニ ーチ ェの 明晰 さが下 した善 良な 原始 人

に対 す る判 決はワー グナーのMusikdrama以 前 のOper

に対 す る もの であ った のに, 皮 肉な こ とに も彼 の擁

護 しよ う とした ものに も該 当 した。事 実 それ は表裏
一体 をな して いた

。 したが って ワー グナー との決 裂

後 そ れが激 しい攻撃 に化 したの であ る。 そ して, そ

れは, ニー チ ェの理論 的信 奉 者 であ り, 彼 の著作 を

バ イ ブル と仰 ぐダ ンカ ンに も当 ては まる もの であ っ

た。(9)

ダ ンカ ンの天才 的 な ものに まで徹 底 したデ ィレ ッ

タン テ ィズムは, ドイツが まさに古 典舞 踊芸 術 のデ

ィレ ッタ ン トであ る とい う理 由に よ って開花 したの

で あ る。 シ ョーペ ンハ ウアー は こ うは言 わ なか った

で あ ろ うか。《(10)おお, あ んな に少 ししか読 まなか っ

たか らに は さぞか し奇 抜 な こ とが考 え られ るに違 い

な い。》

以 上, 筆 者 の独 断に よる考 察 の為, 甚 だ公正 を欠

く箇所 もあ る と思 うが, 至 らない点 は今後 の研 究課

題 に して ゆ きた い と思 う。
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